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一
九
九
八
年
に
発
刊
さ
れ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
解
説
書
に

「
感
冒
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
カ
ン
バ
ウ
（
か
ぜ
）
か
ら
き
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
後
に
誤
り
と
確
認

し
た
が
、
こ
の
文
章
が
調
査
の
契
機
と
な
り
、
「
感
冒
」
と
い
う

疾
患
名
の
起
源
に
つ
い
て
探
っ
た
。
「
流
行
性
感
冒
」
が
一
九
○

○
年
（
明
治
二
十
三
）
に
初
め
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
富
士
川

淋
著
の
「
日
本
疾
病
史
」
に
示
さ
れ
て
お
り
、
定
説
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
「
天
行
感
冒
」
や
「
時
気
感
冒
」
と
い
う
疾

患
名
が
江
戸
時
代
の
医
学
書
に
記
載
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
『
感
冒
」

が
い
つ
頃
か
ら
使
用
さ
れ
た
か
の
説
明
は
な
い
。
二
○
○
三
年

中
津
市
で
開
か
れ
た
医
史
学
会
関
西
支
部
会
で
、
室
町
時
代

（
一
三
三
八
’
一
五
七
三
）
の
末
期
に
中
国
（
明
）
に
留
学
し
た

田
代
三
喜
と
曲
直
瀬
道
三
の
著
書
「
三
喜
直
指
篇
」
と
「
啓
迪

集
」
「
師
語
録
」
に
「
感
冒
』
が
存
在
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

媚
「
感
冒
」
疾
患
名
の
起
源
に
つ
い
て
．

木
村
丹

木
村
内
科
医
院

そ
の
後
さ
ら
に
遡
っ
て
調
べ
た
。

曲
直
瀬
ｌ
田
代
の
二
百
年
前
、
室
町
時
代
初
期
の
南
北
朝
時

代
二
三
三
六
’
一
三
九
二
）
に
僧
有
林
が
著
し
た
「
福
田
方

二
三
六
○
年
頃
発
刊
と
の
写
本
の
復
刻
版
（
正
宗
敦
夫
編
募

校
訂
一
九
三
六
年
刊
）
に
、
『
感
冒
」
を
見
出
し
た
。

巻
の
四
中
風
の
項
に
「
…
五
積
散
風
寒
感
冒
肩
○
掲
急
発

熱
頭
痛
…
」

巻
の
六
傷
寒
の
項
に
「
．
：
五
積
散
證
云
感
冒
風
寒
肩
背
拘

急
発
熱
頭
痒
…
」
、
「
交
加
散
…
感
冒
二
前
メ
服
二
多
く
効
ア
リ
」

巻
の
七
咳
嗽
の
項
に
「
三
勧
湯
…
冬
月
寒
気
感
冒
暴
嗽
疾

ヲ
ハ
キ
喘
ス
ル
ヲ
治
ス
…
」
と
の
記
載
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
遡
り
、
鎌
倉
時
代
二
一
九
二
’
一
三
三
三
）
末
期

に
梶
原
性
全
が
執
筆
し
た
「
頓
医
抄
」
と
「
萬
安
方
」
に
つ
い

て
、
江
戸
時
代
の
写
本
の
復
刻
版
（
石
原
明
解
題
一
九
八
六
年

刊
）
を
調
べ
た
。

「
頓
医
抄
」
五
○
巻
は
漢
字
か
な
混
じ
り
に
書
か
れ
た
医
書
で
、

中
国
の
「
諸
病
源
候
論
」
（
巣
元
方
著
六
一
○
頃
刊
）
を
引
用

し
、
一
三
○
四
年
頃
完
成
し
た
と
い
わ
れ
る
。

巻
の
六
傷
寒
の
下
大
黄
の
説
明
の
部
分
に
「
：
．
敗
毒
散
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ハ
性
涼
若
陰
陽
感
冒
セ
ラ
レ
テ
寒
熱
相
交
ラ
バ
五
積
敗
毒
ノ
ニ

ヲ
等
分
二
合
テ
服
セ
ョ
…
」
（
復
刻
版
頁
一
二
四
記
号
Ⅳ
五
○
）

の
一
か
所
に
「
感
冒
」
が
見
出
さ
れ
た
。

「
萬
安
方
」
六
二
巻
は
、
先
に
執
筆
し
た
「
頓
医
抄
」
を
さ
ら

に
詳
細
に
し
て
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
一
三
二
七
年
頃
に

完
成
し
た
と
い
わ
れ
る
。

巻
の
六
傷
寒
門
惣
○
上
「
発
熱
人
惣
謂
之
感
冒
不
知

其
脈
浮
盛
…
」
（
復
刻
版
頁
一
二
三
Ⅵ
十
五
）

巻
の
六
傷
寒
十
勧
「
感
冒
被
風
吹
襄
○
則
酒
然
骨
寒
毛
起

．
：
」
（
復
刻
版
頁
一
二
九
Ⅵ
四
二

巻
の
六
傷
寒
十
勧
「
労
倦
発
熱
頭
痛
続
覚
感
冒
即
宣
服
之

…
」
（
復
刻
版
一
三
一
Ⅵ
五
○
）

巻
の
六
傷
寒
十
勧
「
産
後
発
熱
或
往
来
寒
熱
不
問
感
冒
風

寒
…
」
覆
刻
版
頁
一
三
七
Ⅵ
七
二
）

巻
の
六
傷
寒
十
勧
「
参
蘇
飲
治
感
冒
発
熱
頭
癖
或
因
疾

飲
凝
節
兼
以
為
熱
…
」
（
復
刻
版
頁
一
三
八
Ⅵ
七
六
）

巻
の
六
傷
寒
十
勧
「
…
服
此
以
熱
退
為
度
若
因
感
冒
亦
如

服
養
胄
・
・
・
」
（
復
刻
版
頁
一
三
九
Ⅵ
七
九
）

巻
の
六
傷
寒
十
勧
「
…
尋
常
感
冒
風
寒
頭
目
昏
重
鼻
流
清

涕
加
川
…
」
（
復
刻
版
頁
一
三
九
Ⅵ
八
○
）
、

計
七
か
所
に
『
感
冒
」
の
疾
患
名
が
存
在
し
た
。

中
国
で
は
北
宋
の
時
代
（
九
六
○
’
二
二
七
）
の
「
仁
斎

直
指
」
に
『
感
冒
」
名
が
あ
る
。

平
安
時
代
に
書
か
れ
た
日
本
最
古
の
医
学
書
と
い
わ
れ
る
丹

波
康
頼
著
の
「
医
心
方
」
の
復
刻
版
（
槇
佐
知
子
全
訳
精
解
一

九
九
三
年
刊
）
に
『
感
冒
」
の
疾
患
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
但
し
次
の
よ
う
な
文
言
が
あ
っ
た
。
巻
十
四
蘇

生
・
傷
寒
篇
の
項
に
「
病
源
論
云
・
・
・
君
子
固
密
則
不
傷
於
寒
夫

鯛
冒
者
乃
為
傷
之
気
…
」
。

『
感
冒
」
の
疾
患
名
は
中
国
で
発
祥
し
、
後
に
日
本
に
輸
入
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
が
国
で
の
最
初
の
使
用
は
今
の
と
こ

ろ
「
頓
医
抄
」
と
い
え
る
。


